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1． 中海漁場環境調査

太田武行・山田英明・渡辺秀洋・田中一孝・福本一彦

目的

中海の漁場環境及び中海圏の水産資源の育成場

としての実態を明らかにし，水産資源の有効利用

や漁場環境の保全・改善等，水産振興策を検討す

るための基礎情報を得る．また，H21 年 5 月の本

庄工区開削の影響把握に備える．

これに併せて H21～23 年度は，本庄工区開削が

美保湾も含めた有用魚介類の育成場となっている

中海にどう影響するかを把握し，H23 年までに美

保湾を含めた中海の水産振興策を策定する．

①水質

方法

図 1 の調査定点で示す C-2～5 においては月 1
回，C-6，7 については，2 カ月に 1 回の頻度で調

査を実施した．水質は，水質計により水温，塩分，

溶存酸素量（DO）を測定した． 

結果

H18，19年と同様に夏～秋にかけ湾東奥部のC-4，
5 の水深 4~5m 以深で貧酸素水塊を確認した．特

筆すべき点は，図 2 のとおり C-4 の空港沖の 6m
以深で貧酸素化が進んでいた．

江島大橋を境に，境水道側と湾東奥部で水質，

特に溶存酸素に大きな差異が生じた．湾東奥部は，

浚渫による急深な地形であり，空港沖周辺等に点

在する窪地などが海水交換を阻害し，その影響で

酸素供給が減り，底層水や窪地内に滞留した水が

貧酸素水塊を形成するものと推察される．また，

空港沖の深場で貧酸素化が進んだ要因としては，

境水道からの潮流が開削により，本庄工区内に流

入し，江島大橋から南方向への流れが弱まった可

能性がある．

図 1 調査定点

図 2 森山堤開削前後の各月の水深別溶存酸素量の推移（水色：開削後）

中海定点

C-2 外江沖 H-1 森山堤北
C-3 江島北 H-2 森山堤南
C-4 空港沖 H-3 江島南
C-5 崎津沖 H-4 大根島
C-6 中海湖心
C-7 本庄工区内
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②稚魚の育成場としての機能調査

方法

船で曳航して仔稚魚を採集するラーバネット調

査は，図 1 の調査定点で示す C-2～5 においては月

1 回，C-6，7 については 2 カ月に 1 回の頻度で調

査を実施した．

結果

別表 1 に採集された魚類リストをまとめた．ま

た，鳥取県水域におけるラーバネット調査及びサ

ーフネット調査の採集尾数を図 3，4 にまとめた．

ラーバネット調査では，稚魚の採集尾数の多い

5～6 月にミズクラゲが大量発生したため、曳網が

ほとんどできなかったこともあり，開削前の 3 年

間と異なる動向を示した．
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図 3 ラーバネットで採集された仔稚魚の月別推

移（上：H18 年 4～H20 年 12 月別平均値，

下：H21 年 2～12 月）

サーフネット調査では，アマモの繁茂時期であ

る 2~6 月にアマモ場において多くの稚魚が採取さ

れた開削前と同様な動向を示した．

水質が良好な境水道（C-2，3）に対し，夏～秋

にかけ貧酸素水塊が存在する湾東奥部（C-4，5）
は稚魚育成場の機能が低いと推察された．また，

アマモ場はアマモが繁茂する時期に多くの魚種が

利用しており，重要な育成場と機能を有すること

が推察された．
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図 4 サーフネットで採集された仔稚魚の月別推

移（上：H18 年 4～H20 年 12 月別平均値，

下：H21 年 2～12 月） 

③本庄工区内の稚魚の育成場としての機能調査

方法

水中歩行により稚魚を採集するサーフネット調

査は，図 1 の調査定点で示す H-1～4 を月 1 回実

施した（H-4 は 8 月以降道路工事により調査未実

施）．なお，調査はポンプ場跡地の潮通し開通直前

の H20 年 5 月から開始した．

結果

別表 1 に採集された魚類リストをまとめた．月

別の出現動向は図４のとおりであり，森山堤開削

前は，地点間での相違はなかった（分散分析：p
値＜0.05）が，開削後は，地点間で稚魚の出現動

向に変化が見られた（分散分析：p 値＞0.05）．

考察

H20 年は H-4 で 12 月にしか採集されなかった

アユが，開削口の H-2 で 11，12 月に採集され，

H20 年には H-3 でのみ採集されたスズキが，全地

点で確認されるなど，魚類の回遊ルートが大きく

変化した可能性がある．



本庄工区サーフネットで採集された稚魚の月別推移
（H21.5～H22.2）
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図 5 本庄工区内サーフネットで採集された仔稚

魚の月別推移（開削後は H21 年 6 月以降）

④底生生物の分布調査

方法

図 1 の調査定点で示す C-2～5 において月 1 回，

潜水により 0.1m2 の枠内で採泥し，ベントスを測

定した．

結果

採集個体数は，アマモ場である外江（C-2）が最

も多かった．H18～20 年の調査結果から，春期（4
～6 月）にベントス量のピークがあり，秋期（10，
11 月）にも，アサリなどの軟体類に起因するモー

ドがみられた．H21 年は 4～7 月にアサリ，9～11
月はホトトギスガイが卓越した．

図 7 のとおりアサリは，開削前に比べ江島～崎

津で，アサリの発生量が多かった．

湾東奥部のベントス量が境水道に比べ少ない理

由として，境水道と湾東奥部では底質に差異はな

いが，水質環境が影響しているものと推察される．

また，今年のアサリの発生状況が良かった点につ

いては，夏期の間の生残が良かったことが要因で

あると考えられる．なお，今年の夏期は降雨によ

り水温が低く，浅場は低塩分であったことが影響

している可能性がある（溶存酸素量は若干高い程

度）． 

0

500

1,000

1,500

2,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

採
集
個
体
数
（
個
体
/
m
3
）

外江C-2

江島C-3

空港沖C-4

崎津C-5

0

500

1,000

1,500

2,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

採
集
個
体
数
（
個
体
/
m
3
）

外江C-2

江島C-3

空港沖C-4

崎津C-5

●8,594

図 6 ベントスの月別推移（上：H18 年 4～H20
年 12 月別平均値，下：H21 年 3～12 月） 
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図 7 アサリの月別推移（上：H18 年 4～H20 年

12 月別平均値，下：H21 年 3～12 月） 



別表 1 平成 21 年度中海漁場環境調査で採集された魚類リスト（H21.4～H22.2）

外江・江島

C-2,3

空港・崎津

C-4,C-5

湖心・本庄

C-6,C-7

アマモ

C-2

非アマモ

C-5

潮通し

H-1

開削口

H-2

江島南

H-3

大根島

H-4

ニシン目

ニシン科
サッパ Sardinella zunasi 5,7 7 ,8 7 5,6 6 5
コノシロ Konosirous punctatus 4 4 4
カタクチイワシ科

カタクチイワシ Engraulis japonica 4 4 4

サケ目

キュウリウ オ科
アユ Plecoglossus altivelis 11 11 ,12 11,12 11 ,12 11,12
シラウオ科

シラウオ Salangichthys microdon 4 4

トゲウオ目

ヨウジウオ科

サンゴタツ Hippocampus japonicus 8 ,9 5,7,9 9 9 5,7 7,8 9
ヨウジウオ Sygnathus schlegeli 7 7

ガテンヨウジウオ Parasyngnathus argyosticus 8 9

トウゴロウイワシ目
トウゴロウイワシ科

トウゴロウイワシ Hｙpoatherina ｂｌｅｅｒｅｒｉ 7 7 ,9 7,10 7

ダツ目

ダツ科

ダツ Strongylura anastomella 7
サヨリ科

サヨリ Ｈｙｐｏｒｈａｍｐｈｕｓ ｓａｊｏｒｉ 5

ボラ目

ボラ科

ボラ Mugil cephalus 4

カサゴ目

フサカサゴ科
カサゴ Sebastiscus marmoratus 4,10,11 11 2 2
メバル Sebastes inermis 4

クロソイ Sebastes schlegelii 4
ムラソイ Sebastes pachycephalus 11
コチ科

マゴチ Plactycephalus indicus 9
カジカ科
アナハゼ Pseudoblennius percoides 12 5

スズキ目
スズキ科
スズキ Lateolabrax japonicus 2 4,2 4 4 4 4

ヒラスズキ Lateolabrax latus 4,5
アジ科
マアジ Trachurus japonicus 5
タイ科

クロダイ Acanthpagrus schlegelli 5 5,6,7 5 5
ヘダイ Sparus sarba 5 6
メジナ科

メジナ Girel la Punctata 6
ウミタナゴ科
ウミタナゴ Dutrema temmincki 6

ヒイラギ科
ヒイラギ Leigognathus nuchal is 9
（ゲン ゲ亜目）
タウエガジ科

ムスジガジ Ernogrammus hexagrammus 4,2 2 4,2 2
ニシキギンポ科
ギンポ Pholis nebulosa 2 2 2

ゲンゲ亜目ｓｐ． Zoarcoidei Sp. 4

イソギンポ 科
ナベカ Ohimobranchus elegans 8,9 7,8 ,9 7,9 7
イソギンポ Pictiblennius yatabei 5 ,8,9 9

ナベカ属 Ohimobranchus sp 5
ハゼ科
ミミズハゼ Luciogobius guttatus 4 4 ,2 4

オオミミズハゼ Luciogobius grandis 4,5 5 4
アゴハゼ Chaenogobius annularis 5,2 5,6 4,5 5 5
ドロメ Chaenogobius gulosus 4,5 5 ,6 4,5,6 4,5,6 4,5 4,5
ウキゴリ Gymnogobius urotaenia 4,5 4 4 4,6 4,5 4,5

ニクハゼ Gymnogobius heptacanthus 4,5 4,5 ,6,11 4,5 ,6 5,6,8 ,9,10,11 6 4,11,12 5
ビリンゴ Gymnogobius castaneus 4,5 5 4 ,5 5 5 4
シロウオ Leucopsar ion peters ii 12 7 8

マハゼ Acanthogobius flavimanus 6 4 4
スジハゼ Acentrogobi us pflaumi 9
アシシロハゼ Acanthogobius lactipes 8

チチブ Tridentiger ob scurus 5,6

ハゼ科 spp. Gobidae spp. 4,5,6,7 ,8,9 ,10 4,7 ,8,9 7,9 5 ,7

カレイ目
カレイ科
イシガレイ Kareius bicoloratus 2 2

フグ目
カワハギ科
アミメハギ Rudarius ercodes 7

フグ科
ヒガンフグ Takifugu pardalis 5 6 6
クサフグ Takifugu niphobles 6

その他
不明 spp. Unidentified spp. 6

ラーバネット サーフネット 本庄工区サーフネット

魚種 学名


